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米原校サポートの会  第８期 第３回役員会 

議事録 
 
１ 開催日時 令和２年７月２日（木） １３：００～１４：００ 
２ 開催場所 米原公民館 ２階 工芸室 
３ 出席者   ９名 （構成メンバー１３名） 他２名（傍聴者） 
４ 協議事項 主に、レイカディア大学の臨時休校措置の延長および第４３期

学生募集の延期に伴う、「サポートの会の運営体制の臨時措置」 
       について協議した。 
    
５ 奥代表挨拶 
  本日は、次の２点について協議し、その課題を明確化して決定をしたい。 
  宜しくお願いします。 
 
６ 協議事項Ⅰ（奥代表から提案） 
  『規約細目（米原校サポートの会組織図内細目に明記）に記されている、「総 

務部と広報情報室は専任とする」の専任を兼任に改正したい。』 
 理由は、サポートの会の活動の主軸である各学科部会の組織強化をして 
いきたい。特に、健康づくり学科は会員が少なく兼任にする意義は大きい。 
主旨を理解し、特に総務部と広報情報室に、ご協力をお願いしたい。 
 

  ⇒ 特に意見なく、満場一致で承認された。７月１５日付けで改正し施行す 
る。 

 
７ 協議事項Ⅱ（奥代表から提案） 
  『米原校サポートの会活動規約運用の一時的な措置について（案）』。 
   「新型コロナウイルス感染症」（以下ＣＯＶＩＤ＜コビット＞－１９と呼 

称）防止のため、臨時休校措置および第４３期学生臨時休校措置および第 
４３期学生募集の延期に伴う、サポートの会“活動期間及び活動任期の延 
長”と“総会開催月の変更等”を 臨時措置として、令和２年１０月１日 
（第７期以前）より令和７年９月３０日（第１１期）まで実施する。 
各期 別の活動期間、活動任期等については、「別紙-１」の通りとする。 
今後において、臨時休校措置及び第４３期学生募集の延期等の変更が   

再度行われた場合には、この限りではない。 
この件については、サポートの会活動規約 第２０条 この規約に定 

めのない本会活動に関する事項については役員会で定める。を適用し決 
定する。 

 
⇒下記の意見、３件を付して、次の項目を満場一致で承認した。 

（１）令和２年１０月１日（第７期以前）より令和７年９月３０日（第１

１期）までのサポートの会活動任期と役員活動任期および総会開
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催月の基本的な臨時措置の進め方について承認をした。 
（２）サポートの会第８期は、活動任期および役員任期を６ヵ月延長し、

活動任期は通算３．５年、役員任期は１．５年とすることを承認し

た。 
（３）この関係のサポートの会活動規約の改正については、令和３年４

月総会を目標に協議を進めていくことで意見の一致をみた。 
 

  ⇒意見の要約（３件） 
（１）サポートの会の役割期待を明確化し、実行する。また、活動規約の

見直しも併せて検討する。 
  ・有意義で楽しいサポートの会にする。 
  ・現役の生徒が入会したくなるようなサポートの会にする。 
  ・サポートの会と同窓会の位置づけを明確にする。 
  ・草津校規約第３条（４）項：「在学生と卒業生との交流活動の企画 
   実践」の項が米原校活動規約に入っていない。 
   この項を入れて、活動を具体化し実践する。 
（２）学生授業補助業務が園芸学科以外は少なく、学生募集業務だけが 

目立っている。でも、学生募集は過去の経緯から重要な支援業務で

ある。（米原校独自切り口の募集対策を構築することが課題。） 
（３）現役学生との交流を強化して、サポートの会を良く知って頂き、多 

くの卒業生が入会して頂けるような環境をつくることが必要であ

る。 
 

８ 奥代表まとめ 
    ご承認有難う有難う御座いました。次回、８／４、８／２０、９／３の 

役員会で、上記の意見について協議を進めて１０月以降の活動計画に 
活かして行きたいと考えています。 
 また、各部・室、各部会、各ＧＪは、１０月～来年３月までの活動計 
画を作成して頂き、９／３の調整（拡大）会議に提案して行きたいと思 
います。宜しくお願いします。 

 
９ 議事資料について（添付） 
   （資料１）：レイカディア大学米原校サポートの会 
          活動規約運用の一時期的な措置について（案）  
   （資料２）：「別紙－１」 
        “ＣＯＶＩＤ-１９” に伴う 令和２年１０月～令和７年９月（第７期以 

前～第１１期） サポート及び役員任期延長について （提案）  

 

 

                                以 上      



 
 

レイカディア大学米原校サポートの会 

活動規約運用の一時期的な措置について(案)⇒決定（成案） 

 
 
 
「新型コロナウイルス感染症」拡大防止のため、臨時休校措置および第４３

期学生募集の延期に伴う、サポートの会“活動期間及び活動任期の延長”と“総

会開催月の変更等”を 臨時措置として、令和２年１０月１日（第７期以前）よ

り令和７年９月３０日（第１１期）まで実施する。 
各期 別の活動期間、活動任期等については、「別紙-１」の通りとする。 

 
今後において、臨時休校措置及び第４３期学生募集の延期等の変更が 再度行

われた場合には、この限りではない。 

 
この件については、サポートの会活動規約 第２０条 この規約に定めのな

い本会活動に関する事項については役員会で定める。を適用し決定する。 

 
                 
  
 

令和２年７月２日 

 
              米原校 第８期サポートの会 第３回役員会 

 
 
                           



　【別紙－１】

“ＣＯＶＩＤ-１９” に伴う　令和２年１０月～令和７年９月（ 第７期以前～第１１期）　サポート及び役員任期延長について　 （提案）　⇒    ２０２０．７．２　決定(成案)

米原校サポートの会
　　　　　　　サポートの会活動規約　「第２０条　この規約に定めのない本会活動に関する事項については役員会で定める」を適用する。

（凡例）：　 現役（学生）　　 サポートの会１年目 サポートの会２年目（役員任期） サポートの会３年目（卒業後１～３年目が揃う迄）
年 20 （R2） 21 （R3） 22 （R4） 23 （R5） 24 （R6） 25 （R7）

月 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

第・期 期生

（3.5年）

8 39 （3.5年）

（１．５年）（募集）

9 40 (4年)

（１．０年） （募集）

10 41 卒業 （3.5年）

（１．５年） （募集）

11 42 卒業

（１．０年）（募集） （3.5年）

12 43 卒業

（正規に戻る）

13 44 卒業

14 45

▲ ▲ ▲ ▲

（前提と提案内容）
１．草津校と足並みを揃える。（基本形を残して、柔軟に実態に合わせ見直すが、下記前提で進めたい。）
２．２年目の役員任期は、現役（学生）の卒業の年に合わせる。　　　　　　　　（提案：第８期サポートの会の任期を６ヵ月延長する。以下上表通りとする。）
３．サポートの会の任期は、卒業後１～３年目が揃う時期までとする。　　　 　（提案：第７期以前～第１１期までの基本任期は上表の通りとする。）
４．Ｒ３年募集は、８期・９期で実施、Ｒ４年募集は、９期・１０期で実施する。　（提案：第８期・第９期及び第９期・第１０期協議の上、具体的な進め方を決める。）
５．活動時期・役員任期と会計年度は同一とする。ボランティア保険の期間変更も実施する。　（提案：総会時期及び活動・役員任期と会計年度は、上表に従う。）
６．臨時措置として、サポートの会規約の見直しを実施する。　　　　　　　　　　（提案：上記１～５の提案が認められれば、臨時措置として明記する。 ）
                                                                                                     （明記：役員会および調整（拡大）会議の決定事項は、議事録として残す。）

　　　（注）　ＣＯＶＩＤ（コビット）-１９　…　’２０．２．１３　ＷＨＯが命名した病名「新型コロナウイルス感染症」である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ウイルス名は「ＳＡＲＳ-ＣｏＶ-２」と命名された。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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